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本編では GHS 混合物分類判定ツール（分類ＪＩＳ対応版）の運用方法につ

いて説明します。 
 

 

 

 

 

第１章 ツールの概要 
第２章 ツールの運用と管理 
 

 

 

 

運用ガイド編 



 

 

 

 

はじめに 
この度は、GHS混合物分類判定ツール（分類ＪＩＳ対応版）（以下、「本ツール」という）をご

利用いただきありがとうございます。 

本ツールは、化学品の分類および表示に関する世界調和システム（The Globally 

Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals、以下「GHS」という）分類標

準規格 JIS Z 7252-2009に記載されている内容に基づき、GHS の実施を支援することを目
的としています。物質（組成物）の登録、製品（混合物）の登録、製品の分類判定、ラベル情

報の出力等に対応した機能を備えております。 

 

重要事項 

本ツールは混合物の全成分についてまたは一部の成分だけについてデータが利用できる

場合の混合物の分類を支援することを目的としています。 

 

 
● 本ツールの使用にあたっては、本書（「運用ガイド編」）ならびに「操作ガイド編」をご参照下

さい。 

● 本ツールおよびマニュアルを運用した結果のコンピュータ機器への影響については、責任

を負いかねますので予めご了承下さい。 

● 本ツールの内容・仕様は、訂正・改善のため予告なく変更することがあります。 

● 本ツールのデザインは、訂正・改善のため予告なく変更することがあります。 

● 本書の記載内容は予告なく変更されることがありますので、予めご了承下さい。 

 

 
 

 
 

平成１９年１月  バージョン２００７０１１２   初版 

平成１９年３月  バージョン２００７０３１０   第２版 

平成１９年３月  バージョン２００７０３２８   第２．１版 

平成２１年３月  バージョン２００９０３２３   第３版 



 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

本章ではGHS混合物分類判定ツール（分類JIS対応版）の概要について説

明します。 
 

 

 

 

 

１．１ ツールの概要 
１．２ 動作環境 
 

 

第１章 

 

ツールの概要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組成物を新規に登録する 

z 利用者が独自に収集した組成

物（物質）の分類判定結果を登

録します。 

登録済みの組成物を変更、 

削除する 

z 登録済みの組成物（物質）につ

いて、修正または削除します。 

z 製品（混合物）を構成する組成

物を選択して製品情報を登録

します。 

z 登録済みの製品について、構成

する組成物の変更や、製品の削

除を行います。 

z 製品の分類判定を行います。 

z 利用者が独自に収集した分類判定結果を

登録します。 

z ラベルに記載する注意書きを作成しま

す。 

製品（混合物）を新規に登録する 

登録済みの製品を変更、削除する 

製品を分類判定する 

ラベル情報を作成する 

z 製品の分類判定結果からラベルに必要な

情報を作成し、テキストファイルに出力

します。 

ツールの操作方法・・・[操作ガイド編]参照 



 

 

 

 

 

1-1 
 

 

１．１   ツールの概要 
 

 

本ツールは、GHS分類標準規格 JIS Z 7252に記載されている内容に基づき、GHS の実
施を支援するものです。物質（組成物）の登録、製品（混合物）の登録、製品の分類判定、ラ

ベル情報の出力等に対応した機能を備えております。 

 
 

● 製品（混合物）を構成する物質（組成物）の分類結果を利用して製品の分類判定を行って

います。したがって健康に対する有害性および環境に対する有害性の全項目が、また物理化

学的危険性の一部の項目が本ツールによる分類判定のサポート対象となります。なお、つな

ぎの原則についてはサポート対象外となっています。 

● 物質（組成物）の分類結果は独立行政法人製品評価技術基盤機構より公表されている、

化学品の分類および表示に関する世界調和システム（GHS）危険有害性分類事業を利用して

います。 

● 本ツールで導き出された判定結果は参考値です。最終的な判定結果は利用者の責任にお

いて確定していただくことになります。 

● ラベル及び SDS 作成に必要な情報をテキストファイルで出力することができます。 

● 独自に収集した物質（組成物）の分類結果を登録することができます。 

● 本ツールはスタンドアロン版です。一台のコンピュータでのご利用を想定して開発されてい

ます。 
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表 1.1-1 本ツールでサポートする製品の分類判定基準 

危険有害性項目  危険有害性判定基準 製品の判定基準 

健康に対する有害性    

急性毒性 経口 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

加算式 

 経皮 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

加算式 

 吸入（気体） 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

加算式 

 吸入（蒸気） 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

加算式 

 吸入（粉塵およびミス

ト） 

組成物の分類判定結果

に基づく分類 

加算式 

皮膚腐食性/刺激性  組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（成分合

計）、加成性 

眼に対する重篤な損傷

性/眼刺激性 

 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（成分合

計）、加成性 

呼吸器感作性または皮

膚感作性 

呼吸器感作性 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

 皮膚感作性 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

生殖細胞変異原性  組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

発がん性  組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

生殖毒性 生殖毒性 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

 授乳に対する影響*1 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

特定標的臓器毒性（単回

暴露） 

 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

特定標的臓器毒性（反復

暴露） 

 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（個々の成

分） 

吸引性呼吸器有害性  組成物の分類判定結果

に基づく分類 

カットオフ値（成分合

計） 

環境に対する有害性    

水生環境有害性 急性 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

加算式 

 慢性 組成物の分類判定結果

に基づく分類 

加算式 

物理化学的危険性    

可燃性／引火性ガス  数値データに基づく分

類 

物性値を用いた計算 

支燃性／酸化性ガス  数値データに基づく分

類 

物性値を用いた計算 

引火性液体  数値データに基づく分

類 

混合物の試験値 

*1：授乳に対する、または授乳を介した影響のための追加区分 
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１．２   動作環境 
 

 

本ツールの動作環境は以下の通りです。 

 

表 1.2-1 （最低）動作環境 

OS *1 Windows XP Professional 

 Windows 2000 Professional 

CPU 上記 OSが動作するスペック 

メモリサイズ 上記OSが動作するスペック 

ハードディスク容量 本ツール導入時で10MB以上の空き容量があること。（ただし、こ

の値にデータ量は含んでおりません） 

ディスプレイ 解像度 1024x768 で表示可能であること 

(*1)Microsoft 社によるサポート対象であることが前提です。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 
 

 
 

本章では GHS 混合物分類判定ツールの運用と管理について説明します。 
 

 

 

 

 

２．１ ツールの運用ガイド 
２．２ ツールファイル構成 
２．３ データ項目構成 
２．４ 用語説明 

 

第２章 

 

ツールの運用と管理 
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３.   GHS混合物分類判定ツールによる製品（混合物）の分類判
定の実施 

 

(1) 製品（混合物）の分類判定の実施 
対象とする製品について組成物に関する情報、製品に関する情報を登録し、製品の分

類判定を行います。 

 

本ツールにおける分類判定の流れ 
 

本ツールの操作方法・・・[操作ガイド編]参照 
 

 

 

４. ラベル情報・SDS情報のテキスト出力 
製品の分類判定結果のうち、ラベルおよび安全性データシート（SDS）を作成する上で

必要な情報をテキスト出力します。ラベルや SDS を作成する際にご利用下さい。 

 

ラベルおよび SDSの作成は本ツールではサポートしておりません。 

ラベル、SDSのテキスト出力方法・・・[操作ガイド編]参照 
 

 

 

５. ラベル、SDSを作成する 
 

● 本ツールではラベルまたは SDS を作成する機能はサポートしておりません。 
 

 

組成物情報の登録 

製品（混合物）情報の登録 

製品（混合物）の分類判定 

ラベル情報の出力 





 

 

 

 

 

2-5 
 

 

２．２   ファイル構成 
 

 

本ツールのファイル構成は以下の通りです。 

 

表 2.2-1 ファイル構成 

ghsmeti.dat データベースファイルです。製品の分類判定に必要な組成物の

情報や製品の分類判定結果が保存されます。 

ghsmeti.ini ツールの設定を記述したファイルです。 

ghsmeti_r2j_menu.exe ツールを起動するための実行ファイルです。 

ghsmeti_ r2j_subs.exe 物質（組成物）を登録するための実行ファイルです。単体では起

動できません。 

ghsmeti_ r2j_mix.exe 製品（混合物）を登録するための実行ファイルです。単体では起

動できません。 

ghsmeti_ r2j_judge.exe 分類判定を処理するための実行ファイルです。単体では起動で

きません。 

ghsmeti_ r2j_lab.exe ラベル、SDS情報を作成するための実行ファイルです。単体では

起動できません。 

ghsmeti_ r2j_view.exe 分類結果一覧画面を表示するための実行ファイルです。単体で

は起動できません。 

ghsmeti_ r2j_navi.exe ナビ画面を表示するための実行ファイルです。単体では起動で

きません。 

PIC 絵表示の画像ファイルが格納されているフォルダです。 

LABEL ラベル情報の標準出力先フォルダです。 

DUMP 物質情報や製品情報の標準出力先フォルダです。 

SDS SDS 情報の標準出力先フォルダです。 
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２．３   データ項目構成 
 

 

本ツールの入力画面（検索画面は除く）におけるデータ項目構成は以下の通りです。 
※文字数または桁数は入力可能な最大文字数または桁数を表します。 

 

(1) 組成物情報（基本情報） 
項目名 形式 説明 備考 

物質名称 文字 全角半角文字 255 文字 必須 

ＣＡＳ番号 文字 半角数字 11文字 

（-，1～9） 

 

国連番号 文字 半角数字 4文字 

（1～9） 

 

等価係数 文字 半角数字 

（.，1～9） 

整数部 1桁、小数部 4桁 

可燃性／引火性ガス最大濃度 文字 半角数字 

（.，1～9） 

整数部 1桁、小数部 4桁 

単位：% 

酸素当量係数 文字 半角数字 

（.，1～9） 

整数部 1桁、小数部 4桁 

酸 － （選択方式）  

塩基 － （選択方式）  

無機塩類 － （選択方式）  

アルデヒドﾞ類 － （選択方式）  

フェノール類 － （選択方式）  

界面活性剤 － （選択方式）  

備考 文字 全角半角文字 255 文字  

 

 

(2) 組成物情報（危険有害性項目） 
項目名 形式 説明 備考 

分類結果 － （選択方式）  

LD50 文字 半角数字 20文字 

（.，1～9） 

単位：mg/kg 体重 

LD50 生物種 文字 全角半角文字 20文字  

LC50 文字 半角数字 20文字 

（.，1～9） 

単位：ppmV または mg/l 

LC50 生物種 文字 全角半角文字 20文字  

EC50 文字 半角数字 20文字 

（.，1～9） 

単位：mg/l 

EC50 生物種 文字 全角半角文字 20文字  

判定根拠 文字 全角半角文字 2000 文字  
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(3) 製品情報（基本情報） 
項目名 形式 説明 備考 

製品番号 文字 半角 50文字  

製品名称 文字 全角半角文字 255 文字 必須 

製品別名称 文字 全角半角文字 255 文字  

物質状態 － （選択方式） 必須 

国連番号 文字 半角数字 4文字 

（1～9） 

 

動粘性率 文字 半角数字 20文字 

（.，1～9） 

単位：mm2/s 

引火点 文字 半角数字 10文字 

（.，1～9） 

単位：℃ 

初留点（もしくは沸点） 文字 半角数字 10文字 

（.，1～9） 

単位：℃ 

pH 文字 半角数字 

（.，-，1～9） 

整数部 2桁、小数部 1桁 

備考 文字 全角半角文字 255 文字  

 

 

(4) 製品情報（組成物選択） 
項目名 形式 説明 備考 

比率 文字 半角数字 

（.，1～9） 

整数部 3桁、小数部 4桁 

 

 

(5) 判定結果 
項目名 形式 説明 備考 

分類結果 － （選択方式）  

手法 － （選択方式）  

判定根拠 文字 全角半角文字 2000 文字  

 

 

(6) 判定結果（特定標的臓器毒性） 
項目名 形式 説明 備考 

臓器名等 文字 （選択方式）または全角

半角文字 50文字 

 

分類結果 － （選択方式）  

手法 － （選択方式）  

判定根拠 文字 全角半角文字 2000 文字  

 

 

(7) 注意書き 
項目名 形式 説明 備考 

注意書き 文字 全角半角文字 255 文字  
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(8) ラベル情報 
項目名 形式 説明 備考 

注意書き 文字 全角半角文字 255 文字  
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(9) 供給者情報 
項目名 形式 説明 備考 

氏名（法人名） 文字 全角半角文字 255 文字 必須 

郵便番号 文字 半角数字 8文字 

（-，1～9） 

必須 

住所 文字 全角半角文字 255 文字 必須 

電話番号 文字 半角数字 20文字 

（.，-，1～9） 

必須 
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２．４   用語説明 
 

 
● 物質（組成物） 

GHS分類標準規格 JIS Z 7252で定義されている物質を指します。 
 

● 製品（混合物） 

GHS分類標準規格 JIS Z 7252で定義されている混合物を指します。 
 

● 組成物情報 

混合物の分類判定に必要な物質（組成物）に関する情報を指します。 
 

● 製品情報 

混合物の分類判定に必要な製品（混合物）に関する情報を指します。 
 

● ラベル情報 

混合物の分類判定で使用した情報のうちラベルに記載される情報を指します。 
 

● SDS 情報 

混合物の分類判定で使用した情報のうち安全データシート(SDS)に記載される情報を

指します。 
 

● 供給者情報 

GHS分類標準規格 JIS Z 7252で定義されている供給者に関する情報を指します。 
 

● データ元 

組成物情報の作成元のこと。利用者が登録、編集したものはすべて事業者作成扱いと

なります。 
 

● データ公開日 

組成物または製品情報の作成日のこと。三省（厚生労働省、経済産業省及び環境省）

等の関係機関等が中心となり整備、公表したデータについては本ツールの公開日となり

ます。 
 

● 製品番号 

利用者自身が製品に付与した番号。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

本編では GHS 混合物分類判定ツール（分類ＪＩＳ対応版）の各機能別の操

作について説明します。 
 

 

 

 

 

第１章 ツールの起動と終了 
第２章 組成物情報を管理する 
第３章 製品（混合物）情報を管理する 
第４章 製品（混合物）を分類判定する 
第５章 ラベル情報を管理する 

 

 
 

 

 

１ ツールを起動する 

２ 登録済みの組成物を変更する ３ 組成物を新規に登録する 

４ 製品を新規に登録する 

６ 製品を分類判定する 

５ 登録済みの製品を変更する 

７ ラベル・SDS情報を出力する 

８ ツールを終了する 

操作ガイド編 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組成物を新規に登録する（第２章） 

z 利用者が独自に収集した組成

物（物質）の分類判定結果を登

録します。 

登録済みの組成物を変更、 

削除する（第２章） 

z 登録済みの組成物（物質）につ

いて、修正または削除します。 

z 製品（混合物）を構成する組成

物を選択して製品情報を登録

します。 

z 登録済みの製品について、構成

する組成物の変更や、製品の削

除を行います。 

z 製品の分類判定を行います。 

z 利用者が独自に収集した分類判定結果を

登録します。 

z ラベルに記載する注意書きを作成しま

す。 

製品（混合物）を新規に登録する 

（第３章） 

登録済みの製品を変更、削除する 

（第３章） 

製品を分類判定する（第４章） 

ラベル情報を作成する（第５章） 

z 製品の分類判定結果からラベルに必要な

情報を作成し、テキストファイルに出力

します。 

メニューバー 



 

 

 

 

 
 
 

 
 

本章ではGHS混合物分類判定ツール（分類ＪＩＳ対応版）の起動方法と終了

方法について説明します。 
 

 

 

 

 

１．１ ツールの起動 
１．２ ツールの終了 
 

 

 

第１章 

 

ツールの起動と終了 
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１．１   ツールの起動 
 

 

GHS 混合物分類判定ツール（分類ＪＩＳ対応版）（以下、本ツールという）を起動する方法に

ついて説明します。本ツールの入手方法については「運用ガイド編」を参照して下さい。 

 

操作手順 

(1) 本ツールを保存したディレクトリで「ghsmeti_r2j_menu.exe」ファイルをダブルク
リックします。 

(2) 本ツールが起動し、トップメニュー画面が表示されます。 
 

 

図 1.1-1 ツールのトップメニュー画面 

 

 


































































































